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９
月
５
日
か
ら
７
日
ま
で
の
３
日
間
、決
算
特
別
委
員
会
を
開
催

し
、伊
東
和
孝
委
員
長
の
も
と
平
成
28
年
度
決
算
審
査
を
行
っ
た
。

　
　
　

町
民
税
、
個
人
の
収

　
　
　

入
未
済
額
は
使
用
料

等
の
未
済
額
と
重
な
る
の
か
。

　
　
　

重
複
す
る
部
分
も
あ

　
　
　

る
。

　
　
　

さ
ざ
ん
か
千
坊
館
、

　
　
　

指
定
管
理
者
が
変

わ
っ
た
が
、
売
り
上
げ
は
伸

び
て
い
る
の
か
。

　
　
　

目
標
を
２
億
円
と
し
、

　
　
　

現
在
月
10
％
伸
び
て

い
る
の
で
達
成
で
き
る
だ
ろ

う
。

　
　
　

財
産
運
用
、
利
益
の

　
　
　

内
訳
は
。

　
　
　

債
券
運
用
益
１
億
５

　
　
　

６
０
０
万
円
、
定
期

利
息
７
８
０
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
10
年
後
を
見
据

　
　
　

え
て
の
運
用
方
針
は
。

　
　
　

公
共
債
券
等
を
利
用

　
　
　

し
て
い
く
。

　
　
　

戦
没
者
追
悼
式
は
30

　
　
　

分
位
で
終
わ
っ
て
い

る
の
に
、
35
万
円
の
支
出
は

検
討
す
べ
き
。

　
　
　

戦
後
七
十
年
以
上
が

　
　
　

経
過
し
、
会
員
の
数

も
年
々
減
少
し
て
い
る
状
況

で
あ
る
。
式
典
終
了
後
に
講

演
等
が
で
き
な
い
か
遺
族
会

と
協
議
し
、
今
後
の
戦
没
者

追
悼
式
の
あ
り
方
に
つ
い
て

も
検
討
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

な
ぜ
こ
れ
だ
け
基
金

　
　
　

が
増
え
る
の
か
。

も
っ
と
事
業
展
開
を
す
べ
き
。

　
　
　

急
が
な
け
れ
ば
な
ら

　
　
　

な
い
も
の
か
ら
や
っ

て
い
る
。

　
　
　

入
湯
税
は
目
的
税
な

　
　
　

の
で
基
金
を
つ
く
り
、

施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
利

用
者
か
ら
頂
い
た
入
湯
税
で

行
う
べ
き
。

　
　
　

入
湯
税
は
、
環
境
施

　
　
　

設
や
消
防
施
設
等
の

整
備
な
ど
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
た
め
、
一
般
財
源

化
し
な
い
よ
う
、
税
の
目
的

を
常
に
意
識
し
な
が
ら
事
業

を
進
め
て
い
く
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

東
脊
振
庁
舎
東
側
の

　
　
　

庭
の
手
入
れ
が
行
き

届
い
て
い
な
い
の
で
、
定
期

的
に
草
刈
清
掃
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

定
期
的
に
確
認
を
行

　
　
　

い
、
草
刈
清
掃
に
努

め
て
い
く
。

　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付

　
　
　

金
は
返
礼
合
戦
で
は

な
く
、
町
の
行
政
や
子
供
達

に
役
立
つ
よ
う
な
物
な
ど
、

補
助
事
業
の
対
象
に
な
ら
な

い
物
に
使
用
し
た
ら
ど
う
か
。

　
　
　

今
後
は
、
返
礼
品
だ

　
　
　

け
に
頼
る
の
で
は
な

く
、
こ
の
町
の
特
徴
を
生
か

し
、
町
の
将
来
や
、
子
ど

も
・
子
育
て
等
に
貢
献
で
き

る
よ
う
な
事
業
メ
ニ
ュ
ー
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
炎
ま
つ

　
　
　

り
が
１
日
開
催
と

な
っ
た
が
、
総
括
は
さ
れ
た

か
。

　
　
　

昨
年
の
集
客
は
、
１

　
　
　

万
６
０
０
０
人
程
の

参
加
者
が
あ
り
、
お
と
と
し

は
３
万
７
０
０
０
人
程
で

あ
っ
た
。
１
日
の
売
上
げ
は

前
回
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な

か
っ
た
。

　
　
　

鳥
栖
市
、
み
や
き
町
、

　
　
　

上
峰
町
、
神
埼
市
、

吉
野
ヶ
里
町
で
構
成
さ
れ
る

東
部
共
同
ご
み
処
理
施
設
が

平
成
36
年
４
月
供
用
開
始
さ

れ
る
が
、
現
在
の
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
は
今
後
ど
の
よ
う

に
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

具
体
的
に
決
ま
っ
て

　
　
　

い
な
い
の
で
、
組
合

で
今
後
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　
　

緑
の
少
年
団
は
昨
年

　
　
　

ま
で
東
脊
振
小
学
校

だ
け
の
活
動
で
あ
っ
た
が
。

　
　
　

平
成
28
年
度
よ
り
両

　
　
　

小
学
校
で
の
活
動
の

取
り
組
み
と
し
た
。

　
　
　

南
部
８
部
、
北
部
12

　
　
　

部
の
消
防
団
の
あ
り

方
を
ど
う
思
う
か
。

　
　
　

有
事
の
時
の
最
大
の

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
消
防
団
が
無
い
南
部
地
区

で
の
設
立
を
考
え
、
定
数
４

９
９
名
を
確
保
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　
　

中
学
校
管
理
費
の
学

　
　
　

力
向
上
支
援
教
員
賃

金
３
９
６
万
円
の
内
容
は
。

　

今
年
度
の
全
国
一
斉
テ
ス

ト
の
結
果
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
教
育
長
は
、
公
表

し
た
く
な
る
よ
う
な
学
校
づ

く
り
を
目
指
す
と
言
わ
れ
た

が
、
公
表
で
き
る
よ
う
な
状

況
に
な
っ
た
の
か
。

　
　
　

支
援
教
員
賃
金
は
２

　
　
　

名
分
の
賃
金
で
、
三

田
川
中
学
校
は
数
学
、
東
脊

振
中
学
校
は
英
語
の
教
員
を

配
置
し
て
い
る
。

　

公
表
に
つ
い
て
は
教
育
委

員
会
で
協
議
し
、
皆
さ
ん
に

解
り
や
す
い
方
法
で
お
知
ら

せ
し
た
い
。

　
　
　

小
学
校
管
理
費
の
特

　
　
　

別
支
援
教
育
支
援
員

賃
金
４
３
２
万
円
の
内
容
は
。

　
　
　

三
田
川
小
学
校
に
１

　
　
　

名
、
東
脊
振
小
学
校

に
２
名
の
賃
金
で
あ
る
。
病

弱
、
弱
視
者
や
発
達
障
害
児

が
多
く
な
り
、
５
ク
ラ
ス
に

な
っ
た
の
で
不
足
し
て
い
る

特
別
支
援
教
育
支
援
員
を
町

費
で
お
願
い
し
て
い
る
。

　
　
　

小
学
校
教
育
振
興
費

　
　
　

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
謝
金
１
４
３
万
７
２

９
６
円
は
。

　
　
　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

　
　
　

ラ
ー
１
名
分
の
謝
金

で
あ
る
。
平
成
28
年
度
は
小

学
校
で
５
名
、
中
学
校
で
14

名
の
不
登
校
（
30
日
間
を
超

え
た
も
の
を
不
登
校
と
定

義
）
生
徒
が
い
た
。
原
因
は

心
因
性
12
名
、
そ
の
他
７
名

で
あ
る
。
近
年
、
不
登
校
の

原
因
は
複
雑
化
し
て
い
て
、

本
人
に
確
認
し
て
も
は
っ
き

り
し
な
い
様
に
な
っ
て
き
た
。

　
　
　

下
水
道
の
使
用
料
徴

　
　
　

収
事
務
委
託
料
４
７

３
万
９
８
０
９
円
は
東
部
水

道
企
業
団
に
委
託
さ
れ
て
い

る
が
、
徴
収
率
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
　
　

99
・
12
％
の
徴
収
率

　
　
　

で
あ
る
。

　
　
　

箱
川
下
水
処
理
場
は

　
　
　

現
状
で
い
く
方
が
良

い
の
か
、
公
共
下
水
道
と
統

合
し
た
方
が
良
い
の
か
、
検

討
す
べ
き
時
期
に
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

　
　
　

技
術
的
な
問
題
や
費

　
　
　

用
な
ど
の
問
題
点
を

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

国
民
健
康
保
険
の
納

　
　
　

付
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

納
付
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

金
融
機
関
で
の
口
座

　
　
　

振
替
が
５
９
１
８
件
、

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
が
４
５

０
０
件
、
納
付
書
に
よ
る
直

接
納
付
が
４
４
３
７
件
で
あ

る
。

東脊振庁舎の庭

戦没者追悼式

現在稼働中の脊振クリーンセンター

的をめがけ放水始め

山茶花の湯

芝生のグラウンドで遊ぶ児童

ふるさと炎まつり
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主
な
質
疑
内
容

特
別
会
計

問問問

答答答答 問問答答 問問問問

答答 問問

問問問問

問問問問 答答答答答

答答

答答答答

質
疑
応
答

決
算
特
別

委
員
会

質疑応答質疑応答



○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

　

つ
き
意
見
を
求
め
る
。

　

中
島
明
彦　

氏

　
　
　
　
（
大
塚
ヶ
里
）

　

中
島
義
彦　

氏

　
　
　
　
　
（
伊
保
戸
）

○
町
長
の
専
決
処
分
事
項
の

　

指
定
に
関
す
る
条
例

　

法
律
上
、町
の
義
務
に
属

す
る
損
害
賠
償
で
、損
害
賠

償
の
額
を
定
め
る
こ
と
及
び

こ
れ
に
伴
う
和
解
に
関
す
る

軽
易
な
事
項
を
町
長
の
専
決

処
分
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、

よ
り
迅
速
な
執
行
を
確
保
す

る
た
め
、新
た
に
条
例
を
制

定
す
る
。

　

１
件
50
万
円
以
下
の
損
害

賠
償
の
額
を
定
め
る
。

○
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、個
人
情
報
の
定
義

の
明
確
化
と
要
配
慮
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
規

程
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

○
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施

　

設
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

３
地
区
の
農
業
集
落
排
水

処
理
施
設
を
公
共
下
水
道
と

統
合
す
る
こ
と
に
伴
い
、当

該
処
理
施
設
を
廃
止
す
る
た

め
。

　
　
　
　

跡
地
利
用
計
画
は
。

　
　
　

早
急
な
対
応
を
。

　
　
　
　

精
査
し
な
が
ら
、

　
　
　

今
後
の
利
活
用
を
計

画
し
て
い
き
た
い
。

○
佐
賀
県
東
部
環
境
施
設
組

　

合
の
設
立
に
つ
い
て

　

鳥
栖
市
、神
埼
市
、上
峰
町

及
び
、み
や
き
町
と
ご
み
処

理
施
設
の
設
置
、維
持
管
理

及
び
運
営
に
関
す
る
事
務
を

共
同
処
理
す
る
た
め
、規
約

を
定
め
、佐
賀
県
東
部
環
境

施
設
組
合
を
設
立
す
る
た

め
。

◯
一
般
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９
６

９
０
万
６
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
80
億
２
９
０
８
万
２

千
円
と
す
る
。

●
歳
入
の
お
も
な
も
の

・
地
方
交
付
税
６
９
４
２
万

円
、教
育
費
国
庫
補
助
金
１

４
９
０
万
円
、工
業
用
地
造

成
事
業
特
別
会
計
繰
入
金
２

９
４
万
円
等
の
増
額
と
、財

政
調
整
基
金
繰
入
金
５
６
８

７
万
円
の
減
額
で
あ
る
。

●
歳
出
の
お
も
な
も
の

・
教
育
費　

東
脊
振
小
学
校

　

体
育
館
吊
天
井
・
ト
イ
レ

　

改
修
工
事
請
負
費
４
７
１

　

６
万
円
で
あ
る
。

　
　
　

唐
突
な
設
計
案
の
提

　
　
　

示
と
予
算
上
程
で
あ

る
。
こ
の
際
、
男
女
別
ト
イ

レ
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
も
導

入
し
て
設
計
見
直
す
予
定
は
。

　
　
　

本
案
は
防
災
機
能
強

　
　
　

化
と
大
規
模
改
造
の

ト
イ
レ
事
業
の
補
助
対
象
外

で
あ
り
、追
加
工
事
費
が
見

込
ま
れ
る
の
で
今
後
の
課
題

と
し
た
い
。

◯
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
８

７
４
万
９
千
円
を
追
加
し
、

総
額
１
９
億
１
９
６
７
万
８

千
円
と
す
る
。　

◯
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予

　

算

　

繰
入
金
１
５
１
６
万
７
千

円
減
額
し
た
。

◯
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

　

予
算

　

繰
越
金
６
万
１
千
円
減
額

し
た
。

〇
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

　

計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
５

万
２
千
円
を
減
額
し
１
億
６

４
９
８
万
６
千
円
と
す
る
。

〇
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
５

８
４
万
８
千
円
追
加
し
、総

額
５
８
１
３
万
６
千
と
す

る
。

平
成
29
年
第
３
回

９
月
定
例
会

諮
問

条
例

組
合
設
立

補
正
予
算

　

９
月
定
例
議
会
は
、９
月
４
日
か
ら
15
日
ま
で
の
12
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
、報
告
１
件
、諮
問
２
件
、議
案
16
件
、決
算

認
定
５
件
、意
見
書
２
件
の
合
計
27
件
を
審
議
し
、可
決
。認
定

さ
れ
た
。

会計別決算状況

        

    

決算特別委員会報告

　　会　計　　
一 般 会 計
国民健康保険
下 水 道
簡 易 水 道
後期高齢者医療
工業用地造成事業
　　合　計　　

　　歳　　入 　　
85億5922万円
19億7856万円
8億3395万円

269万円
1億6118万円

7万円
115億3575万円

　　歳　　出 　　
84億     98万円
19億  328万円
8億     59万円

265万円
1億6113万円

0円
112億6865万円

　歳入歳出差引額 
1億5823万円
7527万円
3336万円
3万円
4万円
7万円

2億6710万円

［平成28年度一般会計歳入歳出決算］
　翌年度へ繰り越すべき財源60,655千円、実質収支額は97,580千円と
なっている。
　歳入において、収入未済額は53,648千円で、不納欠損額は4,878千円
である。
主な意見…
○町税の不納欠損額が昨年度より増えているので、徴収努力をすること。
○住宅使用料の滞納額が前年度より大幅に増えているので、対策を考える
　べき。
○町税、国保税、住宅使用料の担当課が連携した徴収対策を講じること。

［平成28年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算］
　実質収支額75,273千円である。
　歳入において国民健康保険税の収入未済額は35,501千円で、不納欠損
額は4,255千円となっている。
主な意見…
○コンビニ収納の件数と１件あたりの単価はいくらになるのか。
○30年度広域化に対し、国保税も広域化で徴収となるのか。
○町外から肥前療養所に入院している７名分の医療費は、どのように考え
　ているのか。　
［平成28年度下水道特別会計歳入歳出決算］
　翌年度へ繰り越すべき財源15,196千円、実質収支額18,168千円であ
る。
　歳入において使用料の収入未済額は5,110千円となっている。
主な意見…
○箱川処理場からポンプアップして公共下水道処理場まで排水を流した場
　合、費用がどのくらいかかるのか研究すること。　
［平成28年度簡易水道歳入歳出決算］
　実質収支額39千円である。
主な意見…
○老朽化の問題があるので、あと何年持つのか研究すること。　
［平成28年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算］
　実質収支額48千円である。　
［平成28年度工業用地造成事業特別会計歳入歳出決算］
　翌年度へ繰り越すべき財源63千円、実質収支額10千円である。

決算審査意見書
　平成28年度決算は、繰越事
業が多いようだが、繰越事業
遂行については、事業の執行
の遅れによる事故繰越がない
ように計画的な事業遂行に努
めてもらいたい。
　また、各課におかれては、
補助金について再度状況を把
握し、再精査されたい。
　予算執行にあたっては、最
小の経費で最大の効果を上げ
るよう努めること。
　地方公共団体の首長は住民
の付託に応え、予算編成と執
行の全権を委ねられているこ
とはいうまでもない。予算の
執行にあたっては、チェッ
ク、管理、監督は不可欠なも
のである。したがって、職員
の士気を高め、事務能率の向
上に努め、この厳しい時代に
あって、全職員が一丸となっ
た住民の福祉の向上に努めら
れる体制づくりを推進しても
らいたい。
（決算審査意見書より抜粋）
　　吉野ヶ里町監査委員
　　寺崎　泰法・古川　輝英

決算特別委員会で決算審査平成28年度
決 算 認 定

答問

答 問

4議会だより吉野ヶ里・第44号

※決算書の数値は端数調整をしていない
　ため、合計額は合致しない。
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横田処理場西部処理場



　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
に

　
　
　

つ
い
て
、
上
峰
町
と

何
故
、
寄
付
額
に
違
い
が
あ

る
の
か
。

　
　
　

企
画
課
長　

返
礼
品

　
　
　

の
周
知
に
対
す
る
宣

伝
、
広
告
等
に
費
や
す
費
用

が
、
当
町
と
比
べ
も
の
に
な

ら
な
い
程
、
多
額
で
あ
る
の

が
一
番
の
要
因
。

　
　
　
　

猪
の
肉
を
、
ふ
れ

　
　
　

あ
い
交
流
施
設
で
加

工
し
、
全
国
へ
発
送
し
て
は

ど
う
か
。

　
　
　

企
画
課
長　

猪
等
の

　
　
　

肉
は
、
現
在
、
ジ
ビ

エ
と
し
て
非
常
に
人
気
が
高

い
も
の
で
、
返
礼
品
の
開
発

が
出
来
な
い
か
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
も
っ
と
積
極
的
に

宣
伝
、
広
告
等
に
も
費
用
を

掛
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
　

文
化
体
育
館
建
設

　
　
　

場
所
に
隣
接
す
る
、

北
部
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
J
A
さ
が
と
協
議
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　

ダ
ム
事
業
推
進
課
長

　
　
　

町
と
し
て
今
後
の
活

用
方
針
、
整
備
方
針
が
決

ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
、
ま

だ
J
A
と
の
協
議
は
行
っ
て

い
な
い
。

　
　
　
　

文
化
体
育
館
の
国

　
　
　

道
、
県
道
の
渋
滞
緩

和
に
か
か
る
ア
ク
セ
ス
道
路

に
つ
い
て
、
佐
賀
東
部
土
木

事
務
所
と
協
議
が
な
さ
れ
、

計
画
道
路
が
い
つ
ま
で
に
竣

工
す
る
の
か
。

　
　
　

ダ
ム
事
業
推
進
課
長

　
　
　

３
８
５
号
、
三
津
地

区
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

最
適
な
あ
り
方
に
、
調
査
検

討
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　

文
化
体
育
館
の
維

　
　
　

持
管
理
費
の
試
算
と

そ
の
財
源
は
何
を
充
て
る
か
。

　
　
　

ダ
ム
事
業
推
進
課
長

　
　
　

人
件
費
を
除
き
、
約

３
２
４
０
万
円
程
度
を
想
定

し
て
い
る
。
直
営
方
式
町
職

員
を
３
名
配
置
し
た
場
合
５

４
４
０
万
円
程
度
、
４
名
配

置
し
た
場
合
６
１
４
０
万
円

程
度
想
定
し
て
い
る
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
場
合
、

４
０
０
０
万
円
は
必
要
。
充

当
財
源
は
、
施
設
使
用
料
と

一
般
財
源
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
交
流
施

　
　
　

設
の
収
益
性
と
、
維

持
管
理
の
財
源
確
保
を
、
ど

の
様
に
す
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

タ
ケ
ノ
コ
は

　
　
　

即
、
収
益
性
が
見
込

め
る
。
全
体
的
管
理
運
営
は
、

３
年
程
の
猶
予
期
間
で
次
の

手
法
を
考
え
て
い
く
。

　
　
　
　

国
有
資
産
等
所
在

　
　
　

市
町
村
交
付
金
は
、

現
時
点
で
ど
の
様
に
対
処
し

て
い
る
か
。

　
　
　

税
務
課
長　

来
年
の

　
　
　

５
月
ま
で
を
目
標
に
、

利
水
者
の
福
岡
市
水
道
局
、

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
、
春

日
那
珂
川
水
道
企
業
団
と
協

議
を
重
ね
、
基
本
合
意
が
取

れ
る
よ
う
行
う
。

※
①
合
併
特
例
債
の
交
付
税

　

措
置
。

②
町
立
保
育
園
の
民
営
化
。

③
今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い

　

て
質
問
。

第3回（9月）定例会第３回（6月）
臨時会

案件賛否状況9月 定例会

結 　 果

表 決 数

※議席番号順 ○＝賛成 ●＝反対 欠＝欠席 ―＝議長は議決に加わらない

森 田 浩 文

古 川 清 春

馬　場　　　茂

古 川 輝 英

古 川 　 勲

伊 東 和 孝

筒　井　佐千生

城 島 敏 行

立 石 良 雄

中 島 正 晴

多 良 光 英

伊 東 健 吾

「
全
国
森
林
環
境
税
」
の
創
設
に
関
す
る
意
見
書
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

佐
賀
東
部
環
境
施
設
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

吉
野
ヶ
里
町
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

吉
野
ヶ
里
町
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
関
す
る
条
例

平
成
２８
年
度
吉
野
ヶ
里
町
工
業
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
吉
野
ヶ
里
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
吉
野
ヶ
里
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
吉
野
ヶ
里
町
下
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
吉
野
ヶ
里
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２８
年
度
吉
野
ヶ
里
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

平
成
２９
年
度
吉
野
ヶ
里
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

損
害
賠
償
の
額
を
定
め
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い
て

吉
野
ヶ
里
町
東
脊
振
地
域
産
物
加
工
販
売
施
設
増
築
工
事
（
店
舗
）
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

文
化
体
育
館
に
つ
い
て

交
付
金
に
つ
い
て

ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
に
つ
い
て
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答

問問

答答 問問

問問

問

猪
の
肉
を
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
で

　
　
加
工
し
全
国へ
発
送
し
て
は
ど
う
か

【
企
画
課
長
】猪
等
の
肉
は
返
礼
品
開
発
が
出
来
な
い
か
考
え
て
い
る

立石良雄 議員

答

答

答答

進められている、ふれあい交流施設

6



小学校体育館玄関、トイレの段差

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
交
流
施

　
　
　

設
の
農
産
物
加
工
部

門
は
、
年
間
支
出
１
千
万
円

に
対
し
て
、
収
入
見
込
み
は

12
万
円
。

　

筍
水
煮
加
工
、
特
産
品
開

発
試
作
研
究
の
施
設
利
用
が

目
的
で
あ
る
。

　

食
品
営
業
許
可
も
取
得
せ

ず
他
の
加
工
品
の
製
造
は
行

わ
な
い
う
え
、
筍
水
煮
や
猪

肉
販
売
も
当
該
施
設
で
は
行

わ
な
い
。
３
年
間
の
町
営
を

経
て
民
間
へ
の
指
定
管
理
者

へ
と
移
行
す
る
事
業
計
画
。

　

不
採
算
施
設
に
な
る
可
能

性
が
あ
る
が
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

筍
で
は
収
益

　
　
　

性
が
見
込
ま
れ
る
。

　

研
修
施
設
で
は
収
益
性
は

見
込
ま
れ
な
い
が
、
温
浴
施

設
、
道
の
駅
等
の
周
辺
施
設

の
総
合
的
な
拠
点
と
し
て
経

済
効
果
が
生
ま
れ
る
と
考
え

る
。

　
　
　

農
林
課
長　

筍
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
こ
れ
か
ら

筍
部
会
を
組
織
す
る
。
施
設

へ
部
会
が
筍
を
持
ち
込
み
、

水
煮
し
、
部
会
で
出
荷
し
収

入
を
得
る
仕
組
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

不
特
定
多
数
利
用

　
　
　

の
特
産
品
試
作
施
設

を
こ
の
規
模
で
実
施
す
る
事

は
現
実
的
で
は
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
六
次
化
振
興
策

を
講
じ
て
き
て
い
な
い
の
に

敢
え
て
農
産
物
加
工
施
設
の

建
設
に
踏
み
込
む
理
由
は
。

　
　
　

町
長　

多
く
は
従
来

　
　
　

型
を
崩
す
意
向
は
な

く
六
次
化
に
取
り
組
む
意
識

は
薄
い
。

　

そ
の
中
で
や
る
気
あ
る
利

用
者
を
育
成
し
、
試
作
室
と

し
て
利
用
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
　
　

体
験
交
流
プ
ロ
グ

　
　
　

ラ
ム
を
充
実
さ
せ
賑

わ
い
を
生
み
た
い
と
の
答
弁

で
あ
る
が
、
当
該
施
設
で
は

商
品
販
売
も
行
わ
な
い
。

　

施
設
利
用
の
幅
も
広
が
ら

な
い
が
、
食
品
営
業
許
可
を

取
ら
な
い
理
由
は
。

　
　
　

町
長　

ス
タ
ー
ト
時

　
　
　

点
か
ら
明
確
な
目
的

も
な
か
っ
た
の
で
、
猪
肉
と

筍
水
煮
体
験
交
流
に
限
定
し

た
施
設
に
し
、
将
来
様
々
な

用
途
に
備
え
て
多
目
的
に
使

え
る
よ
う
に
考
え
、
許
可
取

得
を
行
わ
な
い
。

　
　
　
　

筍
が
な
い
時
期
の

　
　
　

活
用
は
ど
う
す
る
。

地
元
農
家
が
農
産
物
を
持
ち

寄
っ
て
の
漬
物
加
工
や
ジ
ビ

エ
レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
行
う
可

能
性
は
。

　
　
　

町
長　

漬
物
加
工
等

　
　
　

は
生
産
過
程
の
延
長

で
出
て
く
る
課
題
。
検
討
し

た
い
。

　
　
　
　

様
々
な
提
案
が
な

　
　
　

さ
れ
た
第
２
回
子
ど

も
議
会
。
現
実
の
執
行
部
に

対
峙
し
て
町
政
へ
意
見
を
述

べ
る
事
が
出
来
る
好
機
会
。

開
催
の
目
的
は
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

子

　
　
　

供
た
ち
が
夢
や
希
望

を
語
り
町
政
へ
の
関
心
を
高

め
、
議
会
の
仕
組
み
を
知
る

事
で
、
政
治
を
身
近
に
感

じ
、
町
作
り
へ
の
参
加
意
欲

の
向
上
を
目
的
に
し
て
い

る
。
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農
産
物
加
工
施
設
の

　
　
運
営
計
画
を
ど
う
見
込
む

【
町
長
】観
光
拠
点
と
し
て
経
済
効
果
期
待

森田 浩文 議員

たけのこ掘り

子ども議会

　
　
　
　

東
脊
振
小
学
校
体

　
　
　

育
館
は
、
昭
和
61
年

建
設
で
耐
用
年
数
が
31
年
を

過
ぎ
て
お
り
、
老
朽
化
が
進

み
、
天
井
、
壁
が
傷
ん
で
い

る
。

　

平
成
26
年
に
約
３
１
７
万

円
で
床
の
補
修
が
行
わ
れ
た

が
、
こ
の
体
育
館
は
昭
和
56

年
６
月
以
降
に
建
築
さ
れ
、

耐
震
構
造
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
な
く
不
安
は
残
っ
て
い

る
。

　

今
回
、
東
脊
振
小
学
校
体

育
館
を
４
７
１
６
万
４
千
円

で
吊
り
天
井
と
ト
イ
レ
改
修

工
事
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
が
、
こ
の
改
修
工
事
は
、

防
災
機
能
強
化
事
業
に
よ
り
、

天
井
板
を
軽
く
し
て
耐
震
基

準
を
満
た
す
工
事
で
、
法
律

な
ど
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
事

業
の
一
環
で
も
あ
る
。

　

足
腰
が
弱
っ
て
い
る
体
育

館
を
、
頭
だ
け
軽
く
し
て
何

年
の
延
命
策
な
の
か
、
無
駄

な
改
修
よ
り
、
余
命
い
く
ば

く
の
体
育
館
を
大
改
修
す
べ

き
と
思
う
が
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

昭

　
　
　

和
60
年
３
月
31
日
文

部
省
告
示
第
28
号
に
お
い
て
、

公
立
学
校
施
設
等
整
備
費
補

助
金
及
び
負
担
金
に
よ
る
補

助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
た

財
産
の
処
分
制
限
期
間
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
屋

内
運
動
場
は
60
年
と
さ
れ
て

い
る
。

　

吉
野
ヶ
里
町
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
に
お
い
て
も
、

近
い
将
来
、
多
く
の
公
共
施

設
が
一
斉
に
改
修
、
更
新
時

期
を
迎
え
、
多
額
の
維
持
更

新
費
が
必
要
に
な
る
と
見
込

ま
れ
、
既
存
施
設
を
少
し
で

も
長
く
大
切
に
利
活
用
す
る

考
え
方
の
も
と
、
計
画
的
に

修
繕
、
改
修
に
よ
る
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

東
脊
振
小
学
校
体

　
　
　

育
館
既
存
の
ト
イ
レ

は
広
さ
に
限
度
が
あ
り
、
今

回
計
画
さ
れ
て
い
る
ト
イ
レ

改
修
は
、
入
口
が
男
女
兼
用

で
、
さ
ら
に
、
多
目
的
便
所

は
男
女
共
用
に
な
っ
て
お
り
、

現
代
社
会
に
逆
行
し
て
い
る
。

　

佐
賀
県
は
、
避
難
所
施
設

整
備
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
福
祉
ま
ち
づ
く

り
条
例
施
設
整
備
基
準
、
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
施
設

整
備
を
例
に
し
て
、
再
検
討

で
き
な
い
の
か
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

平

　
　
　

成
23
年
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
、

か
つ
て
な
い
甚
大
な
被
害
が

生
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
早

急
に
改
修
す
る
よ
う
に
示
さ

れ
た
事
に
よ
り
実
施
す
る
も

の
だ
。

　

東
脊
振
小
体
育
館
は
、
指

定
避
難
所
と
さ
れ
て
い
る
た

め
、
和
式
便
器
を
洋
式
化
に
、

多
目
的
便
所
ブ
ー
ス
新
設
を

実
施
し
、
避
難
所
と
し
て
の

機
能
強
化
を
図
る
予
定
と
し

て
い
る
。

東
脊
振
小
学
校

　
体
育
館
を
大
改
修
す
べき
で
は

【
学
校
教
育
課
長
】 

処
分
制
限
期
間
が
6
0
年
と
な
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
修
繕
、改
修
を
行
っ
て
い
く

城島 敏行 議員

答

問

問

答

答答

問

問

答 問

問

問

答

答

答



夏祭り昼の部

夏祭り夜の部

　
　
　
　

文
化
体
育
館
の
ア

　
　
　

ク
セ
ス
道
路
案
の
一

つ
で
も
あ
り
、
現
在
で
も
時

間
帯
に
よ
っ
て
は
庁
舎
か
ら

出
る
時
に
、
右
折
で
き
な
い

程
の
渋
滞
を
招
い
て
い
る
中

副
交
差
点
、
渋
滞
緩
和
の
策

と
し
て
の
改
良
工
事
は
。

　
　
　

建
設
課
長　

東
部
土

　
　
　

木
事
務
所
よ
り
今
年

３
月
７
日
に
交
通
量
調
査
が

実
施
さ
れ
た
が
県
と
し
て

は
、
改
良
済
み
の
道
路
区
間

と
の
見
解
で
あ
り
、
部
分
的

改
良
の
可
能
性
は
あ
る
と
し

な
が
ら
も
、
時
期
に
つ
い
て

の
回
答
は
な
い
。

　
　
　
　

今
後
ど
の
様
に
進

　
　
　

め
て
い
く
の
か
。

　

又
、
J
A
跡
地
は
ど
う
す

る
の
か
。

　
　
　

建
設
課
長　

土
木
事

　
　
　

務
所
に
お
い
て
、
交

通
量
調
査
結
果
に
基
づ
き
解

析
を
予
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
の
結
果
を
受
け
て
か
ら
部

分
的
な
改
良
か
、
J
A
跡
地

を
視
野
に
入
れ
た
改
良
事
業

か
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　

町
長
は
駅
南
口
の

　
　
　

整
備
を
す
る
と
言
わ

れ
て
来
た
が
、
現
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

建
設
課
長　

関
係
地

　
　
　

権
者
に
交
差
点
改
良

事
業
の
説
明
会
を
行
い
、
平

成
28
年
７
月
14
日
、
佐
賀
国

道
事
務
所
か
ら
現
地
確
認
踏

査
が
実
施
さ
れ
た
後
、
地
権

者
の
事
業
同
意
書
を
添
付
し

た
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
　
　
　

今
後
の
進
め
方
は

　
　
　

ど
の
よ
う
に
計
画
さ

れ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

建
設
課
長　

９
月
上

　
　
　

旬
か
ら
、
交
差
点
の

改
良
工
事
に
伴
う
基
本
測
量

が
実
施
さ
れ
る
の
で
、
国
道

事
務
所
と
事
務
の
連
携
を
密

に
図
り
な
が
ら
、
事
業
を
進

め
て
い
く
。

　
　
　
　

南
口
の
絵
図
は
ど

　
　
　

の
様
に
描
か
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

町
長　

駐
車
場
も
駐

　
　
　

輪
場
も
な
い
状
態
な

の
で
町
の
顔
と
し
て
の
位
置

づ
け
の
中
で
、
国
道
改
良
に

合
わ
せ
て
今
後
絵
図
を
描
い

て
地
元
の
方
々
に
説
明
し
、

理
解
を
求
め
て
い
く
。

　
　
　
　

６
月
全
協

　
　
　

で
説
明
が

あ
っ
た
産
廃
業
者
の

件
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

　
　
　

町
長　

７
月

　
　
　

に
上
京
し
専

務
と
面
談
し
た
が
、

そ
の
時
点
で
役
員
会

で
は
７
〜
８
割
が
そ

の
方
向
で
進
ん
で
い

る
と
の
話
が
あ
っ

た
。
佐
賀
工
場
は
企
業
誘
致

第
一
号
で
あ
り
、
公
園
駅
に

近
接
す
る
一
等
地
で
あ
る
た

め
、
是
非
と
も
住
宅
地
と
し

て
活
用
を
し
た
い
と
伝
え
た
。

　
　
　
　

地
元
の
方
々
は
勿

　
　
　

論
、
今
後
の
町
づ
く

り
に
と
っ
て
も
非
常
に
マ
イ

ナ
ス
と
な
る
の
で
、
絶
対
阻

止
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　

町
長　

住
宅
地
と
な

　
　
　

る
よ
う
に
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

い
る
。

※
サ
ン
プ
ラ
ザ
跡
地
に
つ
い

て
質
問

オ
ス
プ
レ
イ
配
備
に
つ
い
て

駅
南
口
の
整
備
に
つ
い
て

ジ
ャ
パ
ン・
パ
イ
ル

跡
地
に
つ
い
て

　
　
　
　

夏
祭
り
の
集
客
数

　
　
　

は
。

　
　
　

商
工
観
光
課
長　

28

　
　
　

年
度
昼
の
部
約
１
５

０
０
人
、
夜
の
部
約
５
１
５

０
人
、
29
年
度
昼
の
部
約
１

１
０
０
人
、
夜
の
部
約
４
１

５
０
人
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　

昨
年
よ
り
約
１
４

　
　
　

０
０
名
の
減
に
な
っ

て
い
る
が
、
集
客
増
員
手
段

は
何
か
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　

商
工
観
光
課
長　

昼

　
　
　

の
部
の
増
員
に
つ
い

て
は
、
各
小
中
学
校
を
は
じ

め
保
育
園
、
幼
稚
園
に
協
力

を
お
願
い
す
る
。

　

な
お
、
近
日
中
に
実
行
委

員
会
を
開
催
し
今
年
度
の
反

省
と
来
年
度
の
開
催
に
向
け

て
の
会
議
を
行
う
。

　
　
　
　

夏
祭
り
へ
の
補
助

　
　
　

金
額
は
、
又
、
花
火

を
上
げ
て
い
た
時
と
の
差
は
。

　
　
　

商
工
観
光
課
長　

現

　
　
　

在
の
収
入
は
、
補
助

金
、
寄
付
金
を
含
め
約
５
１

０
万
円
。
花
火
を
上
げ
て
い

た
頃
よ
り
寄
付
金
を
含
め
約

１
０
０
万
円
減
で
あ
る
。

　
　
　
　

町
民
の
皆
様
が
本

　
　
　

当
に
楽
し
み
に
し
て

お
ら
れ
る
花
火
の
復
活
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

花
火
打
上
に

　
　
　

つ
い
て
は
、
開
催
場

所
が
必
要
。

　

現
段
階
に
お
い
て
は
、
予

算
・
規
模
・
場
所
が
揃
え
ば

可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　

予
算
等
が
必
要
で

　
　
　

あ
れ
ば
上
峰
町
と
の

共
同
開
催
を
考
え
な
い
か
。

　
　
　

商
工
観
光
課
長　

目

　
　
　

達
原
自
衛
隊
内
で
の

花
火
打
上
は
困
難
だ
と
思
っ

て
い
る
。

　

又
、
共
同
開
催
に
つ
い
て

は
、
町
民
相
互
の
交
流
の
場

を
作
る
事
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
単
独
で
行
い
た
い
。

上
峰
町
へ
の
共
同
開
催
の
打

診
は
行
っ
た
事
が
な
い
。

　
　
　

町
長　

昼
の
部
に
つ

　
　
　

い
て
は
、
夏
の
一
日

を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

残
し
、
夜
の
部
に
つ
い
て
は
、

自
衛
隊
の
夏
祭
り
で
あ
れ
ば

上
峰
町
と
の
共
催
で
も
い
い

と
思
う
が
、
あ
く
ま
で
も
本

町
の
夏
祭
り
と
し
て
進
め
て

い
く
。

　

又
、
実
行
委
員
会
を
含
め

色
々
と
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　
　
　

佐
賀
空
港
へ
の
オ

　
　
　

ス
プ
レ
イ
配
備
に
伴

う
目
達
原
駐
屯
地
航
空
部
隊

移
転
の
現
状
は
。

　
　
　

企
画
課
長　

７
月
３

　
　
　

日
に
佐
賀
県
議
会
が

オ
ス
プ
レ
イ
佐
賀
空
港
配
備

「
受
け
入
れ
」
を
決
議
し
た
。

又
、
同
空
港
の
施
設
整
備
が

遅
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当

初
計
画
よ
り
遅
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　

図
書
館
建
設
に
つ

　
　
　

い
て
の
今
後
の
計
画

方
針
は
。

　
　
　

町
長　

今
後
、
総
合

　
　
　

計
画
に
盛
り
込
ん
で

い
く
。

本
町
の
夏
祭
り

　
　
　
上
峰
町
と
の
共
催
は

【
町
長
】 

あ
く
ま
で
本
町
の
夏
祭
り
と
し
て
進
め
て
い
く

古川 清春 議員

図
書
館
建
設
に
つ
い
て
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中
副
交
差
点
改
良
工
事

　
　
　
ど
う
なってい
る
の
か

【
建
設
課
長
】土
木
事
務
所
の
調
査
結
果
を
受
け
検
討
し
た
い

馬場　茂 議員

駅南口とジャパン・パイルの航空写真

中副交差点南から北を写した写真

答

問

問

答答 問 問

問答 問問

答

答

答答

答

問

問

問

答 問問

問 問

答

答

答

答答



　
　
　
　

現
在
の
東
脊
振
中

　
　
　

学
校
、
三
田
川
中
学

校
の
生
徒
数
及
び
、
今
後
の

生
徒
数
は
ど
の
よ
う
に
推
移

を
考
え
る
か
。

　
　
　

学
校
教
育
課
長　

現

　
　
　

在
の
生
徒
数
、
今
後

の
生
徒
数
は
、
別
表
の
予
測

で
推
移
す
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　

東
脊
振
中
学
校
に

　
　
　

お
い
て
、
小
学
校
卒

業
生
の
う
ち
19
名
が
他
の
中

学
校
に
進
学
し
て
い
る
。

　

東
脊
振
中
学
校
に
問
題
が

あ
る
の
で
は
。

　
　
　

教
育
長　

19
名
の
中

　
　
　

に
は
、
色
ん
な
事

情
、
転
勤
等
も
あ
る
が
、
子

供
達
の
考
え
も
あ
る
の
で
、

引
き
止
め
る
事
も
出
来
な
い

状
況
だ
。

　
　
　
　

少
子
化
に
よ
る
生

　
　
　

徒
数
の
減
少
は
、
避

け
て
通
れ
な
い
問
題
で
あ
る

と
思
う
。
東
脊
振
中
学
校
、

三
田
川
中
学
校
合
わ
せ
て
も

４
５
０
人
程
度
で
あ
る
。

　

合
併
し
て
11
年
、
合
併
の

最
大
の
目
的
は
、
行
財
政
改

革
で
あ
る
。
年
間
両
中
学
校

の
維
持
管
理
費
が
約
１
億
円

で
あ
り
、
統
合
し
た
ら
、
年

間
約
４
千
万
円
の
経
費
削
減

に
な
る
と
思
う
が
。

　
　
　

教
育
長　

今
後
10
年

　
　
　

の
第
二
次
総
合
計
画

の
中
に
は
、
統
合
中
学
校
建

設
を
、
審
議
会
等
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　

吉
野
ヶ
里
公
園
駅

　
　
　

北
口
が
開
設
さ
れ
て

約
20
年
近
く
な
る
が
、
周
辺

開
発
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　

県
道
吉
野
ヶ
里
公
園
線
も

萩
原
地
区
で
止
ま
り
、
東
へ

進
ん
で
い
な
い
。

　

県
道
吉
野
ヶ
里
公
園
線
南

側
、
駅
北
口
付
近
は
、
住
宅

に
適
し
た
場
所
で
あ
る
。

　

区
画
整
理
事
業
と
し
て
、

定
住
者
用
宅
地
開
発
す
べ
き

と
思
う
が
。

　
　
　

企
画
課
長　

土
地
利

　
　
　

用
計
画
の
中
で
、
区

画
整
理
事
業
等

が
あ
る
。

　

町
の
計
画
的

な
方
針
が
決
ま

れ
ば
開
発
で
き

る
と
思
う
。

　
　
　
　

こ
の

　
　
　

問
題
も

今
後
の
第
二
次

町
総
合
計
画
の

中
に
組
み
込
ま

れ
て
、
住
宅
施

策
を
考
え
て
ほ

し
い
と
思
う
が
。

　
　
　

町
長　

今
後
の
10
年

　
　
　

20
年
を
考
え
る
と
、

駅
周
辺
整
備
は
当
然
だ
と
思

う
。
今
後
、
総
合
計
画
の
中

で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

３
８
５
号
沿
線
の

　
　
　

農
地
の
転
用
開
発
を

す
べ
き
と
思
う
が
。

　
　
　

町
長　

沿
線
全
域
と

　
　
　

な
る
と
問
題
と
思
う

が
、
と
く
に
イ
ン
タ
ー
周
辺

に
つ
い
て
は
計
画
的
に
考
え

て
い
き
た
い
。

吉
野
ヶ
里
公
園
駅
北
口
開
発
に
つ
い
て

　
　
　
　

近
年
、
不
法
投
棄

　
　
　

や
資
源
ゴ
ミ
な
ど
の

環
境
面
に
お
い
て
、
モ
ラ
ル

や
意
識
の
低
下
が
感
じ
ら
れ

る
が
、
脊
振
共
同
塵
芥
処
理

場
へ
の
年
間
の
持
ち
込
み
実

績
と
、
収
集
負
担
金
の
実
績

は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る

の
か
。

　
　
　

環
境
課
長　

実
績
と

　
　
　

し
て
は
表
１
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　

吉
野
ヶ
里
町
リ
サ

　
　
　

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

収
集
実
績
及
び
売
却
益
は
ど

の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
。

　
　
　

環
境
課
長　

収
集
及

　
　
　

び
売
却
益
は
表
２
と

な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　

不
法
投
棄
収
集
処

　
　
　

理
・
回
収
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
か
、
平
成
28

年
度
に
お
い
て
６
３
７
千
円

と
大
幅
に
支
出
さ
れ
て
い
る

が
。

　
　
　
　

環
境
課
長　

投
棄

　
　
　

物
の
中
に
特
定
す
る

も
の
が
あ
っ
た
場
合
、
警
察

を
通
じ
撤
去
さ
せ
て
い
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
臨

時
職
員
で
回
収
し
て
い
る
が
、

大
量
で
役
場
の
車
で
運
び
き

れ
な
い
も
の
は
業
者
に
回
収

処
理
を
委
託
し
て
い
る
。

　
　
　
　

大
量
に
な
る
ま
で

　
　
　

ほ
っ
た
ら
か
し
に
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

又
、
固
定
式
、
移
動
式
の

監
視
カ
メ
ラ
の
活
用
は
ど
う

し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

環
境
課
長　

両
方
と

　
　
　

も
に
画
像
が
鮮
明
で

な
い
の
で
、
今
後
検
討
し
て

い
く
。

　
　
　

町
長　

監
視
カ
メ
ラ

　
　
　

を
早
急
に
チ
ェ
ッ
ク

し
、
防
犯
カ
メ
ラ
を
含
め
環

境
対
策
、
ゴ
ミ
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　
　
　

地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ

　
　
　

ー
シ
ョ
ン
、
誰
が
管

理
指
導
を
し
て
い
る
か
。

　
　
　

環
境
課
長　

区
長
及

　
　
　

び
環
境
美
化
推
進
員

に
よ
り
管
理
指
導
を
し
て
い

る
。

　
　
　
　

環
境
美
化
推
進
員

　
　
　

の
会
議
、
研
修
は
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　
　

環
境
課
長　

任
期
２

　
　
　

年
で
交
代
式
の
時
に

活
動
の
周
知
を
し
て
い
る
。

　

そ
の
ほ
か
の
研
修
は
や
っ

て
い
な
い
。

　
　
　
　

交
代
式
の
時
だ
け

　
　
　

で
、
は
た
し
て
周
知

で
き
て
い
る
と
思
う
か
。

　

情
報
収
集
を
兼
ね
た
会
議

や
研
修
は
す
べ
き
だ
。

　

合
併
前
、
不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
中
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を

車
に
貼
る
取
り
組
み
を
し
て

い
た
が
。

　
　
　

町
長　

パ
ト
ロ
ー
ル

　
　
　

の
ス
テ
ッ
カ
ー
も
抑

止
力
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
、
再
度
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

民
間
宅
地
開
発
に

　
　
　

お
け
る
、
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
敷
地
の
確
保
と
、

ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

ど
の
よ
う
に
指
導
し
、
履
行

さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　

環
境
課
長　

費
用
負

　
　
　

担
に
つ
い
て
は
、
開

発
業
者
が
負
担
す
る
よ
う
指

導
し
、
敷
地
、
ダ
ス
ト
ボ
ッ

ク
ス
の
設
置
も
履
行
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。

環
境
美
化
推
進
員
の

　
　
会
議
研
修
の
開
催
は

【
環
境
課
長
】 

交
付
式
の
時
に
実
施
　
そ
の
ほ
か
に
は
実
施
し
て
い
な
い

筒井佐千生 議員

三田川中
東脊振中
    計

三田川中
東脊振中
    計25年度

26年度

27年度

28年度

26年度

27年度

28年度

収集実績 t

264.445

269.053

247.805

売却実績 円

2,103,215

2,104,995

2,191,932

処理量 kg

4,180,250

4,210,530

4,099,194

4,413,910

収集負担金 円

29,802,000

30,056,000

30,316,000

30,489,000

運営負担金 円

112,657,000

113,044,000

117,975,000

116,687,000

建設負担金 円

14,054,000

14,054,000

14,054,000

14,054,000

合計     円

156,513,000

157,154,000

162,345,000

161,230,000

H30
266
176
442

H31
262
176
438

H32
265
194
459

H33
281
181
462

H34
272
171
443

三田川中
東脊振中
    計

H35
286
161
447

H36
277
166
443

H37
282
164
446

H38
279
165
444

H39
252
139
391

三田川中学校、東脊振中学校の生徒数現状

表１　脊振共同塵芥処理場実績

表2　吉野ヶ里町リサイクルセンター実績

今後10年間の
三田川中学校、東脊振中学校の生徒数推計

※推計は、私立中学校及び県立中学校へ進学する児童
　を加味し、両公立中学校への進学率を過去５年間の
　実績から85％と設定して見込んだ数値。

１年生
83人
48人
131人

２年生
89人
63人
152人

３年生
76人
79人
155人

  計
248人
190人
438人

4議会だより吉野ヶ里・第44号13 議会だより吉野ヶ里・第44号 12

統
合
中
学
校
建
設
は
第
二
次

町
総
合
計
画
の
中
に
盛
り
込
む
の
か

【
教
育
長
】審
議
会
等
で
検
討
し
た
い

伊東　和孝 議員

吉野ヶ里公園駅北口周辺

リサイクルセンターに活用予定の
横田処理場
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今
年
４
月
か
ら
両

　
　
　

小
学
校
の
敷
地
内
に

新
規
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

が
新
設
さ
れ
た
。

　

校
区
別
の
利
用
者
と
待
機

児
童
は
い
る
の
か
。

　
　
　

福
祉
課
長　

登
録
人

　
　
　

数
は
東
脊
振
小
学
校

85
人
、
三
田
川
小
学
校
１
０

０
人
で
、
夏
休
み
中
の
登
録

人
数
は
東
脊
振
１
１
５
人
、

三
田
川
１
５
９
人
で
あ
る
。

待
機
児
童
は
い
な
い
。

　
　
　
　

子
ど
も
・
子
育
て

　
　
　

支
援
新
制
度
で
導
入

さ
れ
た
、
資
格
を
持
つ
放
課

後
児
童
支
援
員
は
各
施
設
２

名
以
上
配
置
し
て
い
る
か
。

　
　
　

福
祉
課
長　

条
例
で

　
　
　

２
名
を
規
定
し
て
お

り
、
各
施
設
２
名
の
４
名
を

配
置
し
て
い
る
。

　
　
　
　

両
放
課
後
児
童
ク

　
　
　

ラ
ブ
の
場
所
が
学
校

敷
地
内
に
な
っ
た
。
学
校
と

の
連
携
を
図
る
た
め
教
育
委

員
会
の
所
管
に
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

教
育
長　

教
育
委
員

　
　
　

会
部
局
は
９
市
町
、

町
長
部
局
は
10
市
町
あ
る
。

　

社
会
教
育
課
で
文
科
省
の

放
課
後
子
供
教
室
、
福
祉
課

で
厚
労
省
所
管
の
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
良
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　

国
に
よ
る
と
子
ど

　
　
　

も
の
貧
困
率
は
「
７

人
に
１
人
」
と
高
く
、
ひ
と

り
親
世
帯
の
貧
困
率
は
50
％

を
超
え
て
い
る
。

　

就
学
援
助
及
び
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
方
策
と
し
て
小

中
学
校
の
入
学
祝
金
制
度
の

創
設
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

就
学
援
助
や

　
　
　

ノ
イ
エ
の
お
譲
り
会

な
ど
が
あ
り
、
入
学
祝
金
の

即
答
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　

現
在
検
討
さ
れ
て

　
　
　

い
る
「
観
光
ま
ち
づ

く
り
戦
略
」
策
定
は
い
つ
に

な
る
の
か
。

　
　
　

商
工
観
光
課
長　

長

　
　
　

期
総
合
計
画
と
す
り

合
わ
せ
を
行
い
、
12
月
議
会

に
上
程
す
る
。

　
　
　
　

「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」

　
　
　

の
考
え
方
を
「
観
光

ま
ち
づ
く
り
戦
略
」
に
取
り

入
れ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　

商
工
観
光
課
長　

観

　
　
　

光
ま
ち
づ
く
り
戦
略

策
定
委
員
会
の
な
か
で
「
吉

野
ヶ
里
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
の
構

築
と
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

取
り
入
れ
る
こ
と
で
協
議
さ

れ
て
い
る
。

　
　
　

町
長　

観
光
ま
ち
づ

　
　
　

く
り
を
円
滑
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
地
域
側

（
着
地
側
）
と
発
地
側
の
双

方
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た

「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
」
、

観
光
品
質
の
向
上
や
利
害
調

整
を
図
る
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

機
能
」
、
行
政
と
の
連
携
や

独
自
の
資
金
調
達
、
多
様
な

連
携
を
推
進
す
る
機
能
が
必

要
だ
。

　

吉
野
ヶ
里
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
準

備
会
を
立
ち
上
げ
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
設
立
を
行
い
、
体
制
を
強

化
し
て
い
く
。

注
「
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
」
と
は
、

　

観
光
庁
が
提
唱
し
、
地
域
の
多

様
な
関
係
者
を
巻
き
込
み
つ
つ
、

科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ

た
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う
舵
取

り
役
を
い
う
。

「
地
方
創
生
」時
代
の

　
　
　
　
　
観
光
産
業

子
ど
も
の
貧
困
対
策

　
　
　
　

平
成
29
年
度
は
、

　
　
　

水
源
地
域
振
興
事
業

の
最
終
年
度
で
あ
る
が
、
ダ

ム
基
金
残
高
は
、
ど
の
程
度

に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る

か
。

　
　
　

ダ
ム
推
進
課
長　

平

　
　
　

成
30
〜
32
年
度
事
業

と
し
て
、
文
化
体
育
館
建
設

事
業
費
16
億
８
３
９
６
万
４

千
円
（
全
体
事
業
費
は
21
億

３
４
７
０
万
円
）
、
温
浴
施

設
周
辺
整
備
事
業
２
億
に
充

当
す
る
計
画
で
あ
り
、
基
金

残
高
は
生
じ
な
い
。

　
　
　
　

温
浴
施
設
周
辺
事

　
　
　

業
の
具
体
的
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

　
　
　

町
長　

６
月
全
員
協

　
　
　

議
会
で
提
案
し
た
コ

テ
ー
ジ
（
簡
易
宿
泊
施
設
）

で
あ
る
。

　
　
　
　

コ
テ
ー
ジ
提
案
に

　
　
　

は
大
半
の
議
員
か
ら

異
論
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま

た
、
視
察
研
修
に
行
っ
た
自

治
体
の
殆
ど
が
「
簡
易
宿
泊

施
設
は
利
用
者
が
少
な
く
失

敗
だ
っ
た
」
と
嘆
い
て
お
ら

れ
た
が
、
そ
れ
で
も
コ
テ
ー

ジ
計
画
は
推
進
す
る
の
か
。

　
　
　

町
長　

以
前
の
宿
泊

　
　
　

施
設
と
現
在
の
コ
テ

テ
ー
ジ
は
違
い
、
利
用
者
は

多
い
と
見
込
ん
で
お
り
、
ぜ

ひ
推
進
し
た
い
。

　
　
　
　

平
成
30
年
１
月
住

　
　
　

宅
宿
泊
事
業
法
の
改

正
に
伴
い
、
補
助
事
業
等
を

活
用
し
た
空
き
家
対
策
、
町

営
住
宅
空
き
室
対
策
を
講
じ

た
方
が
得
策
で
は
な
い
か
。

　
　
　

町
長　

コ
テ
ー
ジ
事

　
　
　

業
と
空
き
家
、
空
き

室
対
策
は
、
基
本
的
に
は

違
っ
た
施
策
で
あ
る
。

　
　
　
　

山
茶
花
の
湯
は
、

　
　
　

開
設
以
来
23
〜
25
万

人
の
集
客
で
あ
る
。

　

２
億
円
投
資
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
第
２
温
泉
の
試
掘
、

の
り
面
等
の
整
備
を
行
っ
て

は
。

　
　
　

町
長　

第
２
温
泉
の

　
　
　

必
要
性
は
理
解
し
て

い
る
が
、
将
来
的
に
温
浴
施

設
維
持
整
備
基
金
で
試
掘
し

た
い
。

　
　
　
　

温
泉
下
段
の
80
ア

　
　
　

ー
ル
に
つ
い
て
は
、

コ
テ
ー
ジ
で
は
な
く
、
本
町

か
ら
発
信
で
き
る
工
芸
品
企

業
を
誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
温
泉
の
排
水
を
利

用
し
た
ハ
ウ
ス
園
芸
及
び
観

葉
植
物
園
等
に
整
備
し
、
更

な
る
集
客
を
図
っ
て
は
ど
う

か
。

　
　
　

町
長　

以
前
か
ら
引

　
　
　

き
合
い
は
あ
っ
て
い

る
が
条
件
面
で
折
り
合
い
が

つ
か
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

　

ハ
ウ
ス
園
芸
、
観
葉
植
物

園
に
つ
い
て
は
、
考
え
た
こ

と
が
な
い
。

　
　
　
　

文
化
体
育
館
建
設

　
　
　

予
定
地
の
ア
ク
セ
ス

道
路
で
あ
る
南
北
町
道
拡
幅

用
地
費
に
投
資
し
て
は
。

　
　
　

町
長　

町
道
の
拡
幅

　
　
　

は
必
要
で
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
事
業
で
整
備
す

る
か
検
討
中
で
あ
る
。

※
執
行
権
者
（
町
長
）
の
権
限

と
責
任
に
つ
い
て
質
問
。

(1)
企
画
立
案
に
関
す
る
権
限
。

(2)
予
算
執
行
に
関
す
る
責
務
。

(3)
事
業
の
未
執
行
、
廃
止
に
対

　

す
る
責
任
。

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

　
温
浴
施
設
下
段
の
80
ア
ー
ル

【
町
長
】 

コ
テ
ー
ジ（
簡
易
宿
泊
所
）建
設
を
推
進

中島 正晴 議員
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小
中
学
校
新
入
生
の

　
　
入
学
祝
金
の
創
設
は

【
町
長
】即
答
は
で
き
な
い

古川　勲 議員

各小学校敷地内に新設された放課後児童クラブ

眺望が一番と言われている道の駅「さざんか千坊館」荒れ放題になっている温泉下段の8,000㎡
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要望活動研修報告
　

昭
和
43
年
の
西
部
方
面
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
隊
の
新
編
以

来
、
格
納
施
設
の
増
設
や
補

給
処
再
編
に
よ
る
施
設
移
転

等
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
AH
―
64
Ｄ
の
換

装
や
、
市
街
地
上
空
で
早
朝

や
夜
間
、
曜
日
も
問
わ
ず
に

行
わ
れ
る
年
間
１
万
２
３
７

１
回
（
平
成
28
年
度
実
績
）

に
及
ぶ
離

着
陸
お
よ

び
長
時
間

に
亘
っ
て

行
わ
れ
る

ホ
バ
リ
ン

グ
が
実
施

さ
れ
て
い

る
状
況
で

あ
る
。

　

地
域
住

民
の
騒
音
等
に
対
す
る
苦

情
、
悩
み
や
不
安
の
解
消
図

る
べ
く
事
情
を
十
分
ご
勘
案

い
た
だ
き
、
次
の
事
項
を
願

う
。

　
　
　
　

（
要
望
書
の
要
約
）

　

ヘ
リ
の
保
有
台
数
も
非
常

に
多
い
状
況
下
に
あ
り
、
駐

屯
地
内
の
全
施
設
を
対
象
資

産
と
し
て
、
固
定
資
産
税
の

算
定
基
準
に
よ
り
交
付
金
増

額
を
願
う
。

　

生
活
環
境
整
備
が
求
め
ら

れ
る
な
か
、
交
付
金
の
増
額

と
使
途
運
用
に
つ
い
て
も
、

よ
り
一
層
の
柔
軟
な
対
応
を

願
う
。

　

住
宅
密
集
地
に
対
戦
車
ヘ

リ
隊
、
西
方
ヘ
リ
隊
、
第
４

飛
行
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
る

目
達
原
飛
行
場
は
、
特
質
な

環
境
下
に
あ
る
。

　

周
辺
地
域
に
対
す
る
飛
行

場
内
の
防
音
対
策
の
強
化
を

願
う
。

　

環
境
基
本
法
の
航
空
機
騒

音
の
環
境
基
準
の
緩
和
と
、

告
示
後
の
建
築
住
宅
防
音
工

事
に
つ
い
て
も
、
補
助
対
象

と
な
る
よ
う
願
う
。

　

駐
屯
地
周
辺
の
地
元
住
民

か
ら
、
保
安
用
地
の
拡
大
を

願
う
。

　

第
１
種
区
域
内
の
住
宅
に

対
す
る
、
空
調
機
器
機
能
復

旧
工
事
の
補
助
金
に
つ
い
て

早
期
採
択
を
願
う
。

議
会
運
営
委
員
会
研
修
報
告

鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町

広
報
特
別
委
員
会
研
修
報
告

大
分
県
玖
珠
町

要望活動

要望団一行（総務省・原田総務副大臣）

大分県玖珠町

鹿児島県さつま町

要望団一行（防衛省・若狭防衛副大臣）

基
地
の
ま
ち
吉
野
ヶ
里

基
地
交
付
金
の
増
額

ヘ
リ
騒
音
対
策

保
安
用
地
の
拡
大

空
調
機
器
復
旧
工
事

　

７
月
23
・
24
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、町
長
、議
長
他
４
名
に
よ

り
、目
達
原
駐
屯
地
周
辺
の
民
生
安
定
、周
辺
整
備
事
業
の
推
進

等
に
つ
い
て
今
村
雅
弘
衆
議
院
議
員
秘
書
の
案
内
で
、総
務
省
、防

衛
省
、県
選
出
国
会
議
員
へ
諸
般
の
懸
案
事
業
を
要
望
し
、一
定
の

感
触
を
得
た
。

第
１
種
区
域
の
緩
和

周
辺
整
備
調
整
交
付
金

　

さ
つ
ま
町
は
、
鹿
児
島
県

の
北
西
部
に
位
置
し
、
平
成

17
年
３
月
22
日
に
３
町
が
合

併
し
た
町
で
あ
る
。

　

総
面
積
３
０
３
・
９　

、

人
口
約
２
万
４
千
人
で
、

米
・
畜
産
・
梅
・
た
け
の
こ

な
ど
の
農
産
物
を
主
体
と
し

た
盆
地
の
町
で
あ
る
。

　

議
員
定
数
は
、
合
併
時
28

人
、
21
年
４
月
20
人
、
25
年

４
月
か
ら
は
16
人
に
削
減
さ

れ
て
い
る
。

　

常
任
委
員
会
は
、
総
務
厚

生
と
文
教
経
済
の
２
委
員
会

で
、
任
期
は
２
年
と
し
て
お

り
全
議
員
が
双
方
の
委
員
会

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。

　

議
会
基
本
条
例
は
、
21
年

４
月
に
制
定
し
施
行
さ
れ
て

い
る
。

　

本
町
で
も
検
討
を
行
っ
て

い
る
議
会
放
映
は
、
合
併
時

よ
り
行
わ
れ
て
お
り
、
配
信

は
、
本
議
会
の
ラ
イ
ブ
中
継

の
み
で
、
そ
の
後
の
録
画
に

よ
る
公
開
は
行
わ
れ
て
い
な

い
。

　

導
入
時
の
機
器
の
設
備
経

費
は
、
約
３
０
６
０
万
円
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
使
用

料
月
13
万
円
な
ど
が
か
か
っ

て
い
る
。

　

26
年
３
月
の
新
庁
舎
建
築

時
に
シ
ス
テ
ム
の
更
新
が
行

わ
れ
、
新
た
に
１
８
０
０
万

円
の
事
業
費
が
か
か
っ
て
い

る
。

　

配
信
は
、
導
入
時
の
ラ
イ

ブ
中
継
の
み
で
あ
る
。

　

職
員
が
、
１
人
専
任
で
配

置
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

議
会
報
告
会
は
、
20
公
民

館
（
大
字
別
）
で
２
年
に
１

回
の
割
合
で
開
催
さ
れ
て
お

り
、
議
員
4
人
の
４
班
編
成

で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

８
月
23
日
、
議
会
広
報
特

別
委
員
会
は
大
分
県
玖
珠
町

に
お
い
て
議
会
広
報
視
察
研

修
を
行
っ
た
。

　

玖
珠
町
は
、
点
在
す
る
町

内
16
校
の
中
学
校
を
統
合
し

た
中
学
校
建
設
に
取
組
ま
れ

て
い
た
の
で
そ
の
状
況
に
つ

い
て
の
説
明
や
、
「
童
話
の

里
く
す
」
と
し
て
、
童
話
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
町
作
り

に
取
組
ま
れ
て
い
た
。

　

本
町
で
も
吉
野
ケ
里
遺
跡

と
い
う
全
国
的
に
も
知
ら
れ

て
い
る
魅
力
を
有
す
が
、
町

一
体
で
の
吉
野
ヶ
里
遺
跡
を

コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
街
作
り

は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
課

題
で
あ
る
。

　

玖
珠
町
議
会
で
は
、
全
面

カ
ラ
ー
印
刷
に
よ
る
議
会
だ

よ
り
で
大
変
読
み
や
す
く
、

Ｕ
タ
ー
ン
者
な
ど
移
住
者
の

暮
ら
し
ぶ
り
も
議
員
自
ら
が

取
材
し
広
報
で
紹
介
す
る
な

ど
、
ア
イ
デ
ア
溢
れ
る
議
会

広
報
誌
で
あ
っ
た
。

　

帰
佐
途
中
、
７
月
４
日
、

５
日
に
発
生
し
た
九
州
北
部

豪
雨
の
復
旧
状
況
も
視
察
す

る
。

　

復
旧
も
こ
れ
か
ら
と
い
う

状
況
だ
っ
た
。

　

本
町
と
同
じ
く
中
山
間
地

で
発
生
し
た
甚
大
な
災
害
を

目
の
当
た
り
に
し
、
大
き
な

衝
撃
を
受
け
た
。

　

本
町
で
も
異
常
気
象
に
対

し
て
継
続
し
た
防
災
意
識
を

持
ち
、
危
機
感
あ
る
行
政
運

営
に
努
め
る
事
を
再
認
識
し

た
。

㎞2
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８
月
23
日
、
中
学
生
に
よ
る

第
二
回
子
ど
も
議
会
が
開
催
。

　

様
々
な
提
案
が
町
の
執
行
部

に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
将
来
、

町
を
担
っ
て
い
く
子
供
の
想
い

に
、
我
々
も
学
ぶ
事
は
多
い
。

　

政
治
は
大
人
だ
け
の
も
の
で

は
な
い
。

　

子
ど
も
議
会
で
も
、
そ
の
勇

姿
を
同
級
生
達
は
見
る
事
が
出

来
な
い
議
会
の
様
子
。

　

身
近
な
議
会
実
現
の
た
め
に

も
議
会
放
映
の
議
論
は
こ
れ
か

ら
急
が
れ
る
事
に
な
る
。

　

次
期
改
選
後
は
実
現
で
き
る

様
に
議
論
を
深
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
浩
文
）

○
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
　
多
良
　
光
英

　
副
委
員
長
　
森
田
　
浩
文

　
委
　
員
　
　
立
石
　
良
雄

　
　 

〃
　
　
　
筒
井
佐
千
生

　
　 

〃
　
　
　
古
川
　
　
勲

　
　 

〃
　
　
　
馬
場
　
　
茂

○
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書

　

地
方
自
治
体
は
、果
た
す

役
割
が
拡
大
す
る
中
で
、大

規
模
災
害
を
想
定
し
た
防
災
・

減
災
事
業
の
実
施
な
ど
、新
た

な
政
策
課
題
に
直
面
し
て
い

る
。　

一
方
、公
的
サ
ー
ビ
ス

を
担
う
人
材
が
限
ら
れ
る
中

で
、新
た
な
ニ
ー
ズ
の
対
応
と

細
や
か
な
公
的
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
、

人
材
確
保
を
進
め
る
と
と
も

に
、こ
れ
に
見
合
う
地
方
財

政
の
確
立
を
め
ざ
す
必
要
が

あ
る
。

○「
全
国
森
林
環
境
税
」の
創

設
に
関
す
る
意
見
書

　

我
が
国
の
地
球
温
暖
化
対

策
に
つ
い
て
、２
０
２
０
年

以
降
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

目
標
が
国
際
的
に
約
束
さ
れ

て
お
り
、そ
の
達
成
の
た
め
森

林
吸
収
源
対
策
の
推
進
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

森
林
環
境
税（
仮
称
）の
創

設
に
向
け
て
の
実
現
を
強
く

求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

９
月
25
日
、
26
日
、
27
日

に
鳥
取
県
と
島
根
県
に
て
全

議
員
研
修
視
察
を
行
っ
た
。

　

鳥
取
県
の
琴
浦
町
で
は
議

会
改
革
を
中
心
に
研
修
を

行
っ
た
。

　

他
に
も
当
地
の
野
菜
、

肉
，
魚
を
活
か
し
た
農
業
六

次
化
や
観
光
町
作
り
に
つ
い

て
の
取
組
の
研
修
を
受
け

た
。

　

当
地
の
産
品
を
活
か
し
た

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
取
組

み
も
学
ぶ
手
法
が
あ
り
大
変

意
義
あ
る
視
察
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
松
本
清
張
の
人
気

小
説
「
砂
の
器
」
の
舞
台
と

も
な
っ
た
島
根
県
奥
出
雲
町

で
も
研
修
を
受
け
た
。

　

奥
出
雲
町
は
標
高
６
０
０

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
高
冷
地
で

あ
る
。
そ
の
恩
恵
で
あ
ろ
う

か
地
元
の
道
の
駅
に
並
ぶ
野

菜
も
彩
り
鮮
や
か
で
大
変
立

派
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
町
の
情
報
発
信

基
地
で
あ
る
奥
出
雲
町
サ
イ

全
議
員
視
察
研
修
報
告

ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で

は
、
宿
泊
施
設
、
研
修
ス

ペ
ー
ス
、
農
園
レ
ス
ト
ラ
ン

を
町
営
で
展
開
。

　

特
に
、
地
域
の
特
産
米

「
仁
多
米
」
と
地
域
の
野
菜

や
お
肉
な
ど
を
使
っ
た
「
仁

多
米
食
堂
」
で
は
、
釜
戸
で

炊
い
た
仁
多
米
と
様
々
な
メ

ニ
ュ
ー
で
多
く
の
お
客
様
で

賑
わ
っ
て
い
た
。

　

本
町
で
も
建
設
予
定
の

「
ふ
れ
あ
い
交
流
施
設
」
の

運
営
計
画
に
も
参

考
に
な
る
点
が
多

く
見
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
庁
舎

で
は
非
常
に
鍛
え

ら
れ
た
商
工
観
光

職
員
の
プ
レ
ゼ
ン

に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
た
定

住
支
援
サ
イ
ト
「
お
く
い
ず

も
ん
」
で
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
制
度
を
フ
ル
活
用

し
、
現
在
で
は
民
間
活
力
で

独
立
し
た
定
住
支
援
業
務
に

乗
り
出
す
こ
と
が
で
き
て
い

た
。

　

空
港
へ
向
か
う
途
中
、
出

雲
大
社
に
も
参
拝
。
国
造
り

の
祖
で
あ
る
「
大
国
主
命
」

へ
、
こ
れ
か
ら
の
本
町
の
安

泰
な
未
来
を
祈
願
。

　

荘
厳
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

な
が
ら
町
作
り
の
志
新
た

に
、
帰
路
に
付
い
た
。

第
４
回

「魔女の宅急便」足が届かな～い

意
見
書

（東脊振幼稚園）
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